
文部科学省実績評価書－平成１４年度実績－（概要）

平成15年7月

文部科学省

「行政機関が行う政策の評価に関する法律 （平成１４年４月施」

行）を受け策定された「文部科学省政策評価基本計画 （平成１４」

年３月）及び「平成１５年度文部科学省政策評価実施計画 （平成」

１５年３月）に基づき、所掌する政策について平成１４年度の実績

評価を自ら実施した。

この実績評価は、政策の不断の見直しや改善に資する見地から、

予め設定した施策目標や達成目標に対する実績を定期的・継続的に

測定するとともに、目標期間が終了した時点で、目標期間全体にお

ける取組や最終的な実績等を総括し､目標の達成度合いについて評

価を行うものである。

１．評価の方法等

、 、○政策の体系を明らかにし 所掌する政策について評価するため

「文部科学省の使命と政策目標」として９つの政策目標、４２

の施策目標を設定し、施策目標に対して更に具体的な２２３の

達成目標を設定。

○予め設定した施策目標、達成目標ごとに平成１４年度の達成度

合いを測定するため、指標等のできる限り定量的なデータなど

を用いて分析を行い、施策の効果について検証。

○昨年の実績評価の経験等を踏まえ、達成年度を明確に設定する

とともに、所管する行政分野をより具体的に、より網羅的に評

価するため、達成目標の追加を行うなど評価の方法等を改善。

○特に、わかり易い形で施策目標、達成目標の達成度合いを明ら

かにするため、それぞれの目標ごとにその達成度合いを基本的

には「想定した以上に達成 「想定どおり達成 「想定どお」、 」、
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りには達成できなかった」の３択から選び記述。

２．評価結果の活用等

○評価結果については、現在実施している施策や平成１６年度予

算概算要求等への適切な反映に努める。

○評価書は、文部科学省政策評価会議（議長：事務次官）におい

て決定した後、文部科学省のホームページ等を通じて公表。

○政策評価の客観的かつ厳格な実施を確保するため、学識経験者

等を構成員とする「政策評価に関する有識者会議 （座長：伊」

藤大一政策研究大学院大学教授）の委員から助言を頂戴。
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文部科学省実績評価書－平成１４年度実績－

◎予め設定した目標について指標等を用い、平成１４年度の達成度合いを測定
◎目標を達成するための今後の課題を抽出し、評価結果の平成1５年度以降の政策への反映方針を提示

９つの政策目標、４２の施策目標、２２３の達成目標を設定９つの政策目標、４２の施策目標、２２３の達成目標を設定

◎「いつまでに何をどうしようとするのか」が明らかになるよう達成目標と達成年度を予め
設定
◎指標の設定については、できる限り数量的なものとなるよう努力

指標指標

◎指標等のできる限り定量的なデータなどを用いて施策の現状を分析
◎施策目標、達成目標ごとに平成１４年度の達成度合いを測定
◎今後の課題を抽出

◎評価結果を現在実施している施策や平成１６年度予算概算要求等に適切に反映さ
せるための方針を提示

政策の見直し・改善政策の見直し・改善

現状分析現状分析
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